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資料

顔の特徴記述と目撃者証言による顔画像検索

足立浩平*渡辺昭 一*鈴木昭弘*

F ACIAL FEA TURE DESCRIPTION AND F ACE RETRIEV AL 

FROM EYEWITNESS TESTIMONY 

Kohei ADACHI， Shoichi WATANABE and Akihiro SUZUKI 

This study concerns the comput巴r.basedsystem for searching the database of faces from 

eyewitness testimony in order to retrieve th巴 witnessedface. We assessed the retrieval m巴thod

for searching the database consisting of features described freely by one subject for each of 

faces. 1n this method， retrieval was made by searching for the face with the description 

similar to the eyewitness description， wher巴 thesimilarity was defined as either number or 

ratio of features common to both descriptions. We evaluated the accuracy of retrieval by the 

method， using the data obtained from experiments of free descrition tasks for facial features 

Additionaly， w巴 analysedfacial feature saliency on the basis of description frequencies for 

features in the experiments. 

緒 日

目撃者証言の研究は応用心理学の重要な研究領域の l

つであるが (Wells& Loftus， 1984;原岡， 1991)，中

でも，目撃者証言に基づく顔の探索は，犯罪按査の重要

な手掛かりになるもので，種々のアプローチを要する研

究対象である。こうした目撃対象の顔(タ ーゲット)を

探索する方法の 1つとして， 目撃者に多くの顔写真を提

示し，タ ーゲッ トが顔写真の中に含まれるかどうかを判

断させる方法がある。しかし，提示する顔写真が多数で

ある場合，上記の作業は多大な時間と労力を要すると同

時に，目撃者が数多くの写真を見ることにより，写真の

中にターゲットが含まれていたと しても， それを正しく

再認できないことが知られている (Laughery，Alexan. 

der & Lane， 1971)。こうした再認課題の困難を回巡す

る方法の 1つとして，目撃者証言からコンピュータによ

って顔写真を検索するシステムが 心理学 (Shepherd，

1986 ;鈴木， 渡辺，足立，1991;波辺，足立，鈴木，
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1991; Adachi， Watanalコe& Suzuki， 1990) や工学

(Goldstein， Harmon & Lesk， 1972)の分野で考案され

ている。これらのシステムでは，予め，多数の顔画像と

その諸特徴の程度を被験者が段階尺度上に評定した評定

値を記録したデータベースが用意される。そ して， 同日程

者にも同様の尺度上にタ ーゲッ トの特徴を評定させ，目

撃者による評定値とデータベースの個々の顔の評定値と

の距jI.lI~を数値的に求めた上で，距離の短さに従ってデー

タベースの顔を順位づける方法が採られる。つまり，順

位が上位の顔ほどターゲットである可能性が高いとみな

すわけである。

さて， 上述の検索手法は，顔の特徴を尺度上の評定値

によ ってコ ード化するものであるが，顔の特徴の中には

「ホームベース型の顔」や「頬に傷」 というように，必

ずしも，段階尺度で程度を表現し難い特徴もある。こう

した定性的特徴を検索に利用する方法として，足立，渡

辺，鈴木 (1992)は，目撃者が自 由に記述した特徴よ っ

て顔画像を検索するシステムを考案している 。このシス
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テムでは，個々の顔について複数被験者が自由に記述し

た顔の特徴からデータベースを構成し，確率統計的な測

度を用いて検索を行う。つまり ，データベースの個々の

顔に関する複数被験者の特徴記述を 1つの母集団(顔母

集団)と考え，目撃者による特徴記述を母集団から発生

した標本(目撃者標本)とみなした上で，データベース

の各顔母集団について，目撃者標本が発生する確率を求

めるものである。 しかし，この手法は，確率統計的な測

度を用いるために，複数名の記述者を必要とする応用上

の欠点がある。足立ら (1992)は，データベースとして

各顔につき30名の被験者による自由記述特徴を用い，高

い~~;度で検索ができることを示しているが，実際利用を

考えると， 30名もの記述者が顔の特徴記述に従事するこ

とは困難であり，最も実用的なのは各顔につき 1名の記

述者によるデータベースを用いる検索システムである。

そこで，本研究では，データベースに記録する顔の特徴

記述者が個人である場合の検索手法およひご検索の11!;肢を

検討することを目的とする。

特徴記述者が個人である場合，複数記述者の場合のよ

うに確率統計的な7Jl1])支を用いた検索手法を考えるこ とは

難しく，他の淑.IJ度を考える必要がある。 こうしたj)!IJ度と

して，文献検索の領域 (Salton& McGill， 1983 ;伊藤，

1986)でしばしば用いられる測度を利用することが考え

られる。文献検索では，データベースに文献と著者(の

代表または専業の登録者)が 1 ~， で記述したキー ワ ード

が記録され，文献探索者(ユーザー)が入力したキーワ

ードと類似したキーワードをもっ文献が検索される。こ

こで，文献を顔，著者を特徴記述者，キーワードを顔の

特徴，そして，文献探索者を目撃者と考えれば，文献検

索と顔画像検索の課題の構造は同一であるといえよう。

本研究では，こうした文献検索でしばしば利用されるキ

ーワー ドの一致数，一致率およびコサイン相関 (Salton

& McGill， 1983;伊藤， 1986)を顔の検索に利用する。

つまり，これらの測度を，データベースの顔の特徴記述

と目撃者によるターゲットの特徴記述との類似度とみな

し，データベースの中で類似度の高い顔を検索するシス

テムの精度を評価する。

なお，検索精度の評価には，顔の特徴記述を網続的に

収集した実験のデータを用いる。実験データより ，顔の

各特徴の記述頻度を集計し，さらに，記述頻度から顔の

部位問で顕著性 (salience) を比較することも，本研究

の目的の 1っとする。

データ

目視条件での特徴記述実験

被験者に，顔写真を提示し，顔写真を見ながら顔の特

徴を自由に記述させる実験を行った。正面と斜め45度の

像からなる 100名の男性(年齢は20歳-50歳代)のカラ

ーの顔写真を刺激とし， 150名の男女大学生を被験者と

した。100名の顔写真をそれぞれ20名の顔写真からなる

5つの写真群に分割した上で， 150名の被験者のうちの

30名ずつを各写真~H;に割当て，各写真の顔の特徴を列挙

させた。従って， 100名の顔写真のそれぞれにつき， 30 

名の被験者が特徴記述を行ったことになる。

実験は 6-15名の集団で行い，集団聞で顔写真の提示

順序は一定と した。顔写真は，被験者の前方のスクリー

ンに，スライド ・プロジェクターによ って実物大で投影

した。スク リーンと被験者間の距隊は， 2 -10mであっ

た。各被験者には，ij?j徴記述に先だって「顔の特徴を他

者に伝えるつもりで記述するように」と教示した。記述

は， r丸顔」や「顎が角張っている」のように特徴の単

位で行わせ，物理的特徴だけでなく，キ目税特徴も記述さ

せた。記述H寺問は特にilllJ限しなかったが，各刺激の特徴

記述に要した時間の平均は約4.5分であった。

実験の結果，各~ilJ激につき各被験者が記述した特徴数

の最小ffi¥Iは 2，最大値は21であった。実験で得られた特

徴記述から， rやや」や「とても」といった特徴の程度

を表わす副詞を除いた後，同義であると考えられる記述

どう しは同ーの特徴としてまとめた。例えば r口がで

かい」と「大口」はともに「口が大きい」とみなした。

また， 100名中の56名の顔写真が眼鏡を着用したもので

あったため，眼鋭の若用の有1!\~および眼鏡の特徴に関す

る記述が得られたが，これらの記述はデータから除い

た。以上の処理の結果，顔の記述特徴の種類は全体で

605種となり，個々の顔に対する記述特徴の種類数の最

小値は74積，最大値は121種， 平均は98種となった。以上

の100名の顔と605種の特徴に関する記述データを，後述

する検索実験用のデータベースの作成に用いた。

記憶条件での特徴記述実験

顔の特徴を記憶、に基づいて自由に記述させる実験を行

った。上述の 100名から無作為に選んだ40名の顔写真を

刺激とし， 48名の男女大学生を被験者とした。40名の顔

写真をそれぞれ10~，の顔写真からなる 4 つの写真鮮に分

割した上で， 48名の被験者のうちの12名ずつを各写真群

に割当て，各写真の顔の特徴を記憶に基づいて記述させ

た。従って， 40名の顔写真のそれぞれにつき， 12名の被

験者が特徴記述を行ったことになる。



実験は 6-12名の集団で行い，集団関で顔写真の提示

11原序は一定とした。各顔写真の提示および特徴記述には

次の手続きを採った。スライ ド・ プロジェクターによっ

てスクリーン上に，実物大の顔写真を 30秒間投影した

後， ドット ・パターンを15秒間提示し， ドットの数を評

定させた後，目視条件と同様の方法で顔の特徴を記述さ

せた。スクリーンと被験者間の距離は 2-10m であっ

た。 ドット ・パタ ーンは， 円内に50-250個のドットを

ランダムに配置させたものである。 ドット ・パターンの

提示およびドット数の評定課題を椅入したのは，被験者

による顔写真のリハーサルを防ぐとともに，短期記憶か

ら顔写真の視覚像を消去じ，長期記憶から顔の表象を再

生する実際の目撃証言事態に近似するように意図したた

めである。各刺激の特徴記述に要した時間の平均はが~8

分であった。なお，被験者は刺激顔写真の人物と面識は

なく，これは目視条件の被験者についても同様である。

実験の結果，各刺激につき各被験者が記述した特徴数

の最ノト{直は 5，最大値は27であった。記述特徴を目視条

件と同様の方法で処理し，上述の 605積の特徴のいずれ

かに変換した。以上のデータを目撃者が記述した特徴と

みなした。延べ480(40 X 12)名の目撃者による記述デ

ータが得られたことになる。

特徴記述データの集計

以上の目視 ・記憶条件の特徴記述実験で収集された

605磁の顔の特徴を，部位(顔全体の物理的特徴と相貌

特徴も部位とみなす)に関する15個のカテゴリーに分類

し，各特徴の記述頻度および部位ごとの特徴の記述頻度

を求めた(付録参照)。

検索実験

データベースの作成

目視条件の特徴記述データから検索実験用のデータベ

ースを構成した。すなわち， 100名の顔のそれぞれにつ

き30名の被験者の中から，一様乱数を用いて無作為に 1

名の被験者を記述者と して抽出し， 100名の顔とその特

徴を 1名の記述者が記述した特徴からなるデータベース

を構成した。この手続きを，互いに異なる乱数系列を用

いて 100回繰り返し，計 100種のデータベースを構成し

た。また， 100名の顔のそれそ'れにつき， 30名の被験者

の中で最も多くの特徴を記述した被験者を抽出し，デー

タベースを構成した。 このデータベースを最多記述デー

タベースと呼び，前記の無作為抽出に基づく 100種のデ

ータベースをランダム ・データベースと呼んで区別す

る。
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検索の手続き

目撃者，つまり記憶条件の被験者の特徴記述データを

入力データとして，上記の各データベースについて，顔

の検索を試みた。すなわち，データベースの各顔につい

て類似度を算出し，類似度の高い順に顔を11町立づけた。

類似度は後述する 3種の浪1]度のいずれかを用いた。デー

タベースに含まれるターゲットの顔の順位が上位である

ほど検索の精度が高いことになる。延べ480名の目撃者

のそれぞれにつき，以上の手続きで検索を行ったので，

ランタ守ム ・データベースを対象と した検索試行の回数

は，%狽1]度につき計480(目撃者)X 100 (データベース)

回，最多記述データベースを対象とした検索試行の回数

は各訊，Ij度につき計480回となる。

類似度の測度

データベースの各顔の特徴記述と目撃者による特徴記

述の類似!支の測度として，次の 3種の涼1]度を用いた。

特徴一致数と特徴一致率:特徴記述を特徴の要素から

なる集合とみなす。データベースの各顔の特徴記述の集

合をA，目撃者による特徴記述の集合を Bとすると，特

徴一致数は，積集合 (AnB)の要素数で定義される。

一方，特徴一致率は， 和集合 (AUB)の姿素数に対す

る積集合 (AnB)の要素数の比率をもって定義される。

例えば，

A={丸顔，ほくろが多い，二重顎}，

B={たれ同，ほくろが多い}

とすると，

AnB={ほくろが多い}，

AUB={丸顔，ほくろが多い，二重顎，たれ目}

より，特徴一致数は 1，特徴一致率は1/4となる。

コサイン相関・ 特徴記述を，各特徴の記述の有無を表

わす 1-0の要素からなるベク トルとみなした上で 2

つの特徴記述問の類似皮をベクトル問の角度の余弦(コ

サイン相関と 11千ぶ)で定義する。簡単のため，顔の記述

特徴が全部で {(1)丸顔，(2) ほくろが多い， (3)二重

顎， (4) たれ目}の 4種と仮定すると，特徴記述は，

(1)-(4)の特徴が記述されたか否かを表わす要素からな

る4次元のベク トルで表わされる。例えば，データベー

スの顔の特徴記述{(1)丸顔，(2) ほくろが多い， (3) 

二重顎}は，

a=CL 1， 1， OJ， 

目撃者による特徴記述{(2) ほくろが多い，(4)たれ

目}は，

b= [0， 1， 0， 1J 

と表わせる。両記述問のコサイン4、目関，つまりベクトル

a， b聞の角度の余弦は，余弦定理より，両者の内務i(a， 
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ターゲットの順位 (対数尺 度

図 l ターゲッ トの順位の累積比率分布とメディアン

b)および a，bの長さ 11a 11， 11 b 11を用いて，

(a， b) 1 

11 a 11.11 b 11一〆万一-〆三一
となる 。以上は特徴数を 4種とした例であるが，本研究

のデータでは 605種の記述特徴を扱うので， 605次元で

各特徴の記述の有無を表す 1-0要素からなるベク トルを

定義し，上例と同様にコサインキ目関を求めた。

上記のコサイン相関の定義式をみると，分子は特徴の

一致数に，分母は記述された特徴数の平方根に等しいこ

とがわかる。従って，コサイン相関は，特徴一致率と同

様に，記述された特徴数を考慮したものであるといえ

る。これら 2種の測度に対して，特徴一致数は単に一致

した特徴数だけをもって類似度を定義する淑IJ度である。

検索結果

図 lにタ ーゲッ トの順位の累積比率分布およびメディ

アンを示した。図の上部はランダム ・データベースを対

象とした計48000回の検索試行の結果を，図の下部は最

多記述データベースを対象とした計480回の検索試行の

結果を集計したものである。いずれの類似度のjJ!IJ度を用

いた場合も，ランダム ・データベースより最多記述デー

タヘースを対象と した検索の方が精度が高いことがわか

る。また，両データベースについて，特徴一致率とコサ

イン相関の聞に検索精度の差はないが，これらの狽IJ皮に

比べて特徴一致数の検索精度が劣ることが窺える。

考察

検索精度

検索実験の結果，データベースに顔の特徴を記述する

被験者をランダムに抽出した場合より，最も多くの特徴

を記述した被験者を選択する方が検索精度が高くなるこ

とが示された。この結果は，顔の特徴記述者が，できる

だけ多くの特徴を記述すべきであることを示唆するもの

である。また 3種のjJ!l])支の中で，特徴一致数による検

索の精度が最も劣ることが示された。これは，特徴一致

数が記述された特徴数を考慮しないことに由来すると言

えよう。

足立ら (1992)が本研究と同じ 100名の顔写真を用い

て，30名の被験者による特徴記述からなるデータベース

を検索した結果，ターゲッ トの順位が 1位であった検索

試行の比率(ヒット率)は65%以上であった。一方，本

研究の検索実験で示されたヒット率は，最高の(特徴一

致率またはコサイン相関を用いて最多記述データベース

を検索 した)場合でも23%(図 1)であった。本研究の

検索手法は，足立ら (1992)の方法に比べて，データベ

ースへの特徴の記述者を各顔につき l名しか必要としな

い点で実用性は優るが，検索精度の点で劣ることは明ら

かである。検索システムと しての良さは実用性と精度の

高さの 2点で決まるとすれば，足立ら (1992)によるも

のと本研究のシステムの優劣を付けるのは難しいが， 何

らかの方法により，個人記述者によるデータベースの検

索精度を向上させる方策を検討することが今後の課題に

なるといえよう。

今後の検討課題

本研究では，特徴記述聞の類似度の淑IJ度として 3種の

測度を用いたが，これらの測度に共通する欠点と して，

特徴聞の関係を考慮していないことが挙げられる。例え
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ば，データベースの顔の特徴記述が「丸顔，髪が多u、」 以上の計算を行った。結果は表 1に記す通りで，目視条

であり，目撃者による特徴記述が「太っている，長髪」 件マは部位の顕著性が顔に依存する (仮説 2) のに対

である場合を考えてみよう。本研究で取り上げた訊l肢を し，記憶条件ではむしろ被験者に依存する(仮説 3) こ

用いると，いずれの測度についても両記述問の類似度は とが示された。目視条件に比べ，刺激表象の再生等の過

0となり，全く似ていないことになる。 しかし， j丸 程が加わる記憶条件では，被験者の認知方略の個人差が

顔」一「太っている」および「髪が多いJ- j長髪」の各特 記述に反映されやすいのだろう。なお，各部位に関する

徴対は，同義ではないとしても何等かの関連を持つと言 特徴の種類の数と記述頻度の聞に対応が見られることか

え，その関連度に応じた分だけ同特徴記述が類似すると ら，頻度は単に顕著性を反映するだけでなく，詩意の利

考える方がより自然であり，高い検索精度を導けると思 用可能性をも反映する可能性が考え られよう。

われる。そこで，以上の例のような特徴問の関連性を考

慮した記述問の類似度の測度を考え，顔の検索に利用す

る方法を考える必要があろう。

特徴記述からみた顔部位の顕著性

付録に，各特徴の記述頻度および部位ごとの特徴の記

述頻度を掲げた。部位間の特徴記述頻度の大小関係、が，

目視 ・記憶の同条件でほぼ等しいことが窺える。記述頻

度が顕著性を表わすとするなら，顔全体，髪および自の

顕著性が高いといえ，髪や目の顕著性が高いことは他の

研究結果 (Ellis，Shepherd & Davies， 1980 ;吉川，

1991)とも一致する 。ただし，これはデータを加算した

平均的な結果であり，実際には，顔や被験者ごとに部位

の顕著性が異なるのかも知れない。

表 1 目視 ・記憶の各条件における

各仮説*1のもと での AIC月

目視条件 記憶条件

仮説 1 60199.7 14413.4 
(df= 12) (df= 12) 

仮説 2 59363.0 11390.3 
(df= 1200) (df=480) 

仮説 3 60808.5 11357.1 
(df=180) (d(=576) 

仮説 4 107243.0 17607.9 
(df=36000) (df=5760) 

H 詳細は本文を参照

特与えられたデータに対して定義されるもの

で，ここでは条件問の比較はできない。

そこで，各部位の顕著性が，顔 ・被験者を通して一定

である(仮説 1)，顔によって異なる(仮説 2)，被験者

によ って異なる (仮説 3)，顔と被験者の組み合わせに

よって異なる(仮説 4) という言1'4穏の仮説の妥当性

を，目視 ・記憶の各条件ごとに比較した。すなわち，部

位の記述頻度が多項分布に従うと仮定した上で，各仮説

のもとで赤池の情報量規準 (A1C)(赤池， 1976) を求

め，最小の A1Cを示す仮説の妥当性が最も高いとみな

した。なお，頭と髪および口と唇は同一部位とみな し，
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全体(物理的特徴) 1592 2031 
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特徴 目視記憶 特徴 目視記憶 特徴 目視記憶 特徴 目視記憶

44 庖!日lにしわ 18 15 
耳 432 588 45 周辺にほくろ 17 10 1高 854 1001 居間 502 546 

46 日閣が隔離 9 25 
l 大きい 145 221 47 目胞が近接 9 4 l 大きい 123 150 l 大きい 11 
2 長い 32 38 2 広い 29 17 2 小さい 16 8 

3 普通の大きさ 2 21 目 1536 1940 3 太い 8 4 3 厚い 205 225 
4 JJ、さい 50 4日 .] がっしりした 4 8 4 惇厚い上唇 6 日

5 fJ草い 4 B l 自の上が突出 1 日 5 通った鼻筋 76 83 5 ぃ下唇 27 27 
B 形が変 5 。 2 まつ毛が長い 12 2 E 形が良い 3 B 自普通の大きさ 2 35 
7 目立つ 2 6 3 まつ毛が短い l 2 7 高い 73 90 7 1耳い 173 152 
8 つぶれている l 4 4 まつ毛が濃い 1 2 8 普通の高さ 111 42 8 i耳い上唇 13 10 
9 尖っている 11 6 5 まつ毛が溶い 2 2 日長い 26 19 9 fflい下唇 4 4 
10 立っ ている 7 2 6 ー盤峻 21日 302 10 割11い 19 17 10 上唇が出る 2 4 
11 聞いている 8 2 7 !捷二重隙 15 42 II すっきりした 4 13 11 上唇が捲れる 4 2 
12 出ている 7 19 8 片二重片ー盟 3 2 12 小さい 60 65 12 下唇が出る 2 。
13 般に出ている 11 8 9 二重隙 182 244 13 低い 55 58 13 下がった唇 2 。
14 jjijfIiJ き 7 8 l日 三重隙 4 4 14 平べったい 5 2 14 下唇が捲れる 1 。
15 '1'ら 4 6 11 はれぽったい 20 15 15 短い 9 13 15 1回殴な輸郭 7 2 

16 JrSiに付む 3 8 12 I肢がffiい 2 17 16 鼻筋が通らず l 日 16 ，:1士山形 2 6 

17 ねている 2 4 13 隙が垂れる 2 8 17 つぶれている d 戸 2 17 赤い 4 6 
18 前から見えない 4 2 14 大きい 53 79 18 団子鼻 45 7:1 18 色が濃い 19 44 
19 1しい 。。 15 大きさは普通 7 44 19 座った郵 2 4 19 色がfi'lい 4 6 
20 上が広い 2 4 16 小さい 208 200 20 豚鼻 2 。
21 下が広い l 。 17 幅が狭い 3 。 21 ぽてっとした 2 持l 297 385 
22 左右非対称 3 。 18 嗣uい 78 69 22 丸い 31 63 
23 普通 2 25 19 左右非対局l 36 27 23 先が丸い o B l こけている 63 9'1 
24 下の方にある 6 E 20 つり目 40 27 24 三角 7 4 2 肉が少ない 3 8 
25 大きい耳たぶ 64 88 21 垂れ目 159 150 25 鋭い l 。 3 平らである 3 15 
26 厚い耳たぶ 7 19 22 三角形 4 10 26 尖っている 8 13 4 1早い 3 10 
27 長い耳たぶ 4 。 23 切れ長 17 17 27 上向き 10 23 5 Riisl¥した 61 88 
28 小さい耳たぶ 9 13 24 機長 2 4 28 穴が見える 9 8 日弛んでいる 10 23 
29 薄い耳たぶ 3 4 25 1悶賊 29 '12 29 弓なり 3 。 7 角張っている i 。
30 出た耳たぶ 3 。 26 くりっとした 5 19 30 鴛野 28 23 日出ている 9 6 

31 外向きの耳たぶ 2 。 27 ぎよろ自 8 21 31 1111カgっている 11 6 9 頬骨が出る 39 46 

32 反った耳たぶ 2 28 1Lい 17 46 32 ief.い 2 。 10 えらヵ'lJ¥る 45 48 
33 ほくろがある 10 17 29 ，ドf'W 2 6 33 小鼻が大きい 8 4 11 えらカ句員ら廿ぷ 4 。

3日く 1"む 26 56 34 小舟が広がる 17 J 9 12 え〈ぽがある 3 。
庖 999 1323 31 縁どったよう l 。 35 小錦が小さい 日 2 13 赤い 3 11 

32 I司りがよ日ずむ 9 15 3s 穴が大き い 26 29 14 しわがある 4 111 
1 大きい 日 8 33 周りヵg赤い 2 日 37 穴が小さい 111 B 15 ほ〈ろカまある '13 .18 
2 太い 163 229 34 下にくま J6 21 38 穴が丸い 4 。
3 1自尻が太い 3 10 35 下がくぽむ 4 4 39 光っている 3 。 顎 431 350 

4 太くない 1 2 36 下に1肉mが付広< JO 4 40 赤特い 14 日
5 細い 34 21 37 両目がい 7 13 41 長がある 2 6 l 二重顎 154 135 
6 小さい 7 4 38 両目 I~Jが狭い 4 4 42 普通 4 35 2 三重顎 3 4 
7 濃い 142 240 39 眼球が陥れる 47 25 43 鼻毛が濃い l 。 3 肉が付〈 16 21 
自ポサボサした 4 13 40 11血球が寄る 28 56 '14 鼻の下が長い 25 J3 4 弛んでいる 18 10 
9 普通の浪さ 6 21 41 両目がずれる 6 。 45 o.の下が短い 2 。 5 1Lい 28 21 
10 普通 3 15 42 上方に位置t 2 2 46 鼻元にしわ 4 4 6 ない 40 13 
11 fi'lぃ 198 208 43 赤い 日 15 47 脳にしわ 4 2 7 引っ込む 4 日

12 尉尻がfi'lい 10 4 44 胞がよHでない 2 2 48 鼻口IHJにしわ 日 4 B 小さい 11 10 
13 濃淡がある 2 2 ，15 !l¥自力匂j、さい 3 2 49 ほくろ 42 65 9 狭い i 日

14 途中で切れる 3 2 46 m自力宮ち J4 15 10 平らである 4 2 
15 まばら 4 8 47 目が下向き 2 。 口 458 613 11 出ている 30 8 
16 不明隙 2 。 48 三白眼 9 19 12 ll¥っている 3 4 
17 ない l 。 49 斜視 21 17 l 大きい 49 96 13 尖っている 22 27 
18 立派 l 。 50 1恨~~が変 日 2 i員に長い 15 15 J4 剥11い 5 JO 
19 きりりとした 3 4 51 印象が強い 2 2 3 白f1迫の大きさ 4 42 15 長い 18 13 
20 しっ由、りした 3 4 52 主泣い 27 44 '1 小さい 155 158 J6 jfj張った 14 25 
21 1開眼 8 2 53 光っている 2 8 5 怖が狭い 4 日 17 1IIJれている 日 2 
22 且iい 4 自 54 冷たい 2 4 6 受付口 5 2 J8 大きい 7 2 
23 長い 16 17 55 目付きが思い 10 23 7 平べったい 4 2 J9 広い 4 4 
24 短い 38 52 56 いやらしい 3 。 日端が上がる 11 6 20 カfっしりした 3 6 

25 まっすぐ 27 50 57 座っている l 2 9 立高が Fがる 31 44 21 太い 3 2 

26 上がっている 55 50 58 しょ4ましょ1" 2 2 10 1111カgる 25 19 22 しゃくれている 3 6 

27 庖尻が上がる 2 2 59 I眠そう 8 J3 11 斜ぬ 17 21 23 でこ!~こした 2 。
28 片周が上がる 2 2 60 生気がない 9 17 12 1しい 3 2 24 しわがある 3 。
29 ードカ古っている 59 117 61 うつろ 9 8 13 出ている 15 27 25 ほ〈ろがある 23 17 
30 周尻が下がる 7 4 62 うるんでいる 7 2 14 突出した 16 4 
31 三角形 27 33 63 ぼんやりした 4 自 15 ずれている 3 日 首 115 92 
32 山形 24 29 64 気が羽そう 2 4 16 引き付締る l 2 
33 狐を描〈 11 15 65 優しい 10 15 17 引き まった 13 27 l 太い 50 16 
3'1 点在打ったよう l 2 66 つぶらな国! 4 8 18 締まりがない 7 10 2 弛んでいる 7 。
35 不ぞろい 6 13 67 かわいい 6 19 にやけた 6 2 3 斜lい 14 J3 
36 7ンノTランス 10 10 68 きれいな 2 。 20 いやらしい I 。 <1長い 3 JO 
37 ずれている 6 2 69 EIが変 4 6 21上方に位協 l 日 5 短い 25 JO 
38 上向き 2 。 70 普通 3 10 22 下が広い 2 。 日 喉仏が出る 12 111 
39 骨が出ている 4 2 71 11&鋭の跡 3 2 23 普通 6 19 7 しわ古宮ある 3 。
40 出ている 2 72 限が思そう 2 。 24 出っ幽 4 4 8 ほ〈ろがある I 2 

411自に白髪 6 27 73 周辺にしわ 28 29 25 金凶I 7 。
42 眉tulが広い 26 29 74 周辺にほ〈ろ 44 50 26 口元にしわ 14 44 
43 姐IHIが狭い 3 4 27 口元にほくろ 38 60 

?回線，記憶条件の記述頒伎にそれぞれ1000/3000， 1000/480 (分母は各条件の延べ記述試行数)を釆じた
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